
聖三木図書館友の会会報 『ゆるし』    第4号    2012年7月31日発行

1

私
は
、
イ
タ
リ
ア
本
土
の
西
約
三
〇
〇
キ
ロ

の
地
中
海
に
あ
る
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
の
ヴ
ィ

ッ
ラ
チ
ド
ロ
村
で
一
九
二
八
年
十
月
に
生
ま
れ

育
ち
、
今
八
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。
人
口
一
万

一
千
人
の
比
較
的
大
き
な
農
村
で
、
わ
が
家
で

は
「
魚
以
外
は
全
部
ウ
チ
で
つ
く
っ
た
モ
ノ
し

か
食
べ
ま
せ
ん
」
で
し
た
。
後
に
修
道
女
に
な

っ
た
姉
の
ほ
か
兄
弟
六
人
で
、
長
男
の
私
と
五

男
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
は
司
祭
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
十
七
歳
で
神
学
校
に
入
学
し
て
以
来
ロ
ー
マ

及
び
ヴ
ァ
チ
カ
ン
で
の
二
十
四
年
間
を
含
め
て

六
十
年
以
上
も
村
を
離
れ
て
い
ま
す
。
涙
を
浮

か
べ
て
送
り
出
し
て
く
れ
た
両
親
と
姉
は
他
界

し
ま
し
た
が
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
は
教
区
の
司
祭
で

す
し
残
る
兄
弟
四
人
は
、
い
ず
れ
も
実
家
の
近

隣
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日
本
が
、
私
の
「
終
の

棲
家
」
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
大
き
な
お

恵
み
で
す
。

　大
司
教
に
叙
階
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世
に
ご
挨
拶

母
の
影
響
で
司
祭
の
道
へ

私
が
召
命
を
受
け
た
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て

も
母
の
影
響
で
す
。
父
は
朝
か
ら
農
作
業
に
追

わ
れ
て
忙
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
母
は
毎
朝
、

私
を
連
れ
て
村
の
教
会
で
ミ
サ
に
与
か
る
の
が

日
課
で
し
た
。

幸
い
第
二
次
世
界
大
戦
の
嵐
は
島
に
は
吹
き
荒

れ
ず
、
す
べ
て
が
村
の
教
会
を
中
心
に
日
々
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
暖
か
な
人
柄
の
教
区
の
主

任
司
祭
や
母
の
お
陰
で
、
中
学
生
の
こ
ろ
に
は

『
神
父
様
に
な
る
』
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

シ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
姉
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
両
親
は
「
お
前
が
望
む
な
ら
・
・
・
」
と

許
し
て
く
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
（
Ｓ
Ｊ
）

へ
入
会
し
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島
を
管
轄
す
る

北
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
管
区
の
高
校
（
神
学
校
）

に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
選
ば
れ
て
ス
ペ
イ
ン･

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
大
学
へ
留
学
し
て
哲
学
を
学
び
、

Ｓ
Ｊ
の
ト
リ
ノ
管
区
は
中
国
宣
教
が
担
当
で
し

た
か
ら
、
卒
業
後
は
当
然
中
国
へ
行
く
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
の
共
産
化
で

道
が
閉
ざ
さ
れ
、
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
神
学
校
で
学
ん
だ
Ｓ
Ｊ
の
歴
史
で
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
に
キ
リ
ス
ト

教
を
も
た
ら
し
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
巡
察
師
が

天
正
遣
欧
四
少
年
使
節
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
連
れ

帰
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国

だ
と
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
本
で
望
ん
で

い
た
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
の
は
、
何
に
も
ま
し

て
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
お

恵
み
で
す
。

フ
ォ
ス
校
長
は
恩
人

日
本
に
着
い
た
の
は
占
領
の
空
気
の
残
る
一

九
五
二
年
で
し
た
。
日
本
語
と
〝
格
闘
〟
す
る

こ
と
二
年
間
。
そ
の
後
、
横
須
賀
市
田
浦
に
創

設
間
も
な
か
っ
た
Ｓ
Ｊ
の
栄
光
学
園(

現
在
は

鎌
倉
市
に
移
転
し
て
い
る)
で
教
鞭
を
と
り
ま

し
た
。
わ
ず
か
二
年
間
で
し
た
が
、
日
本
の
自

然
の
美
し
さ
、
家
庭
や
共
同
体
を
大
切
に
す
る

習
慣
、
豊
か
な
国
際
性
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
栄
光
学
園
の
フ
ォ
ス
初
代
校
長

は
、
ま
だ
二
十
歳
台
の
若
い
私
た
ち
に
生
徒
の

家
を
訪
問
さ
せ
ま
し
た
。
親
の
考
え
を
知
り
、

生
徒
と
触
れ
合
え
た
の
は
、
深
く
日
本
を
知
る

素
晴
ら
し
い
機
会
で
し
た
。
「
イ
タ
リ
ア
人
は

行
っ
た
先
の
国
を
自
分
の
国
の
よ
う
に
学
ぶ
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
若
い
宣
教
師
た
ち
を
「
日

本
人
と
し
て
育
て
る
」
教
育
方
針
だ
っ
た
フ
ォ

ス
先
生
に
感
謝
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
Ｖ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
」
校
長
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
「
Ｂ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
」
と
発
音
し
ま
す
が
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
し
た
。
ボ
ス
と
云
う
の
は
冗
談
で

す
が
、
大
恩
人
で
す
。

「
故
郷
に
錦
を
飾
る
」

い
よ
い
よ
、
上
智
の
大
学
院
で
神
学
を
学
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
間
神
学
を
専
攻
し

た
後
、
神
田
教
会
で
六
人
の
仲
間
と
司
祭
に
叙

階
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
五
九
年
三
月
、
三
十
歳

の
と
き
で
す
。
ち
ょ
っ
と
話
は
飛
び
ま
す
が
、

叙
階
式
に
イ
タ
リ
ア
の
家
族
は
参
列
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
私
が
帰
り
ま
し
た
。
「
ジ
ュ
ゼ
ッ

ペ
（
ヨ
ゼ
フ
の
イ
タ
リ
ア
語
）
が
日
本
で
神
父

様
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
」
と
村
中
の
人
が
ミ

サ
に
与
か
っ
た
か
と
思
う
ほ
ど
の
大
賑
わ
い
で

し
た
。
大
い
な
る
恵
み
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

私
は
司
祭
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
栄
光
学
園
に
戻

る
つ
も
り
で
し
た
し
、
フ
ォ
ス
校
長
も
そ
う
考

え
て
お
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
事
態

は
急
転
し
ま
す
。
Ｓ
Ｊ
日
本
管
区
長
か
ら
米
国･

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
博
士
課
程
へ
の
留
学
を
命

じ
ら
れ
た
の
で
す
。
後
に
日
本
大
使
に
な
る
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
の
下
で
大
学
院
の
助
手
を
務

め
な
が
ら
「
明
治
憲
法
と
そ
の
背
景
」
に
つ
い

て
研
究
し
て
二
年
余
で
政
治
学
博
士
に
な
り
ま

し
た
。

広
が
る
ハ
ー
バ
ー
ド
で
の
体
験

思
え
ば
、
こ
の
辺
り
で
の
経
験
や
人
と
の
つ

な
が
り
が
、
私
の
そ
の
後
の
進
路
に
大
き
な
影

響
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
ず
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
の
経
験
。
上
智
に
戻

っ
て
法
学
部
助
教
授
、
教
授
、
ま
た
上
智
学
院
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聖
三
木
図
書
館
ロ
ゴ

イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル
マ
ン
と
し
て

両
手
を
掲
げ
、
人
々
に
教
え
を
説

く
パ
ウ
ロ
三
木
。

見
せ
し
め
の
た
め
、
他
の
殉
教
者

と
と
も
に
左
耳
を
そ
が
れ
た
。

多
く
の
恵
み
と

    

出
会
い
を
頂
い
て

ヨ
ゼ
フ･

ピ
タ
ウ 

大
司
教
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理
事
、
理
事
長
と
な
っ
た
際
に
進
め
た
大
学
改

革
に
よ
い
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
六
八
年

理
事
長
に
な
っ
た
と
き
日
本
中
に
吹
き
荒
れ
た

学
園
紛
争
に
直
面
し
ま
し
た
。
い
く
ら
話
し
合

っ
て
も
解
決
で
き
ず
、
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
を
強

行
す
る
学
生
に
対
し
て
大
学
の
民
主
主
義
を
守

る
に
は
機
動
隊
の
導
入
が
必
要
だ
と
判
断
し
ま

し
た
。
私
が
警
視
庁
へ
出
か
け
て
力
に
よ
る
排

除
を
頼
み
ま
し
た
。
応
対
し
て
く
れ
た
の
が
、

後
に
連
合
赤
軍
に
よ
る
「
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」

の
解
決
に
当
た
っ
た
佐
々
淳
行
さ
ん
で
し
た
。

彼
は
機
動
隊
長
と
し
て
指
揮
し
、
学
生
に
も
、

機
動
隊
員
に
も
死
傷
者
を
出
す
事
な
く
、
不
法

占
拠
し
て
い
た
学
生
を
排
除
し
解
決
に
導
き
ま

し
た
。
翌
朝
の
新
聞
に｢

上
智
方
式｣
で
学
園
紛

争
解
決
と
掲
載
さ
れ
、
こ
の
「
上
智
方
式
」
は

そ
の
後
、
多
く
の
大
学
が
取
り
入
れ
る
解
決
方

法
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
か
ら
戻
っ
て
か
ら

も
佐
々
さ
ん
と
お
会
い
す
る
な
ど
交
流
は
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
上
智
も
大
学
と
し
て

ぐ
っ
と
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
有

り
難
い
お
恵
み
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
言
葉
」
の
大
切
さ

も
う
一
つ
は
「
言
葉
」
。
ス
ペ
イ
ン
留
学
で

身
に
つ
け
た
ス
ペ
イ
ン
語
、
そ
し
て
栄
光
学
園

教
師
と
し
て
家
庭
訪
問
で
生
き
た
日
本
語
を
学

び
、
ボ
ス
ト
ン
で
は
英
語
で
学
部
の
学
生
に
政

治
学
を
教
え
な
が
ら
博
士
号
を
と
り
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
四
十
六
歳
の
と
き
上
智
大
学
長
に

な
り
ま
し
た
が
、
授
業
を
英
語
で
行
う
学
科
の

新
設
な
ど
国
際
化
を
進
め
ま
し
た
。
一
九
八
一

年
秋
、
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ
ロ
二
世
の

命
で
ロ
ー
マ
へ
行
っ
て
か
ら
、
Ｓ
Ｊ
本
部
の
仕

事
、
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
大
学
総
長
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー･

社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
事

務
総
長
、
教
育
省
局
長
と
い
う
よ
う
に
世
界
に

広
が
る
仕
事
を
す
る
と
き
に
、
英
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
と
云
う
言
葉
が
ど
れ
ほ
ど
役
に
立
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
ハ
ー
バ
ー
ド
時
代
か
ら

発
展
し
た
人
脈
も
仕
事
を
進
め
る
い
ろ
ん
な
局

面
で
支
え
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

余
談
で
す
が
教
育
省
局
長
に
な
っ
た
一
九
八

九
年
九
月
、
大
司
教
に
な
り
ま
し
た
。
ヴ
ァ
チ

カ
ン
の
サ
ン･

ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
の
叙
階
式

に
、
上
智
を
は
じ
め
日
本
か
ら
大
勢
の
方
が
参

列
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
大
き
な
喜
び
で
し

た
し
恵
み
あ
ふ
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
日
本

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
数
が
な
か
な
か
五

十
万
人
を
超
え
な
い
の
を
気
に
す
る
人
が
い
ま

す
。
私
も
も
う
少
し
増
え
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
が
、
数
だ
け
多
け
れ
ば
良
い
と
云
う
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
国
で
は
な
い

日
本
で
、
上
智
を
は
じ
め
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク

の
大
学
、
小
中
高
校
、
幼
稚
園
が
あ
っ
て
素
晴

ら
し
い
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
奇
跡
と

い
っ
て
も
良
い
。
日
本
文
化
の
大
事
な
部
分
に

カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
、
教
会
で
結
婚
式
を
挙
げ
る
若
い
人
が
多
い
。

こ
れ
は
、
何
か
特
別
の
価
値
を
見
出
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
福
音
宣
教
に
努
力
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響

の
深
さ
は
信
者
の
数
で
は
表
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
大
学
総
長
の
と
き
、
素
晴
ら

し
い
大
学
に
す
る
た
め
有
能
な
教
授
、
優
秀
な

学
生
、
研
究
資
料
な
ど
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ

と
も
う
一
つ
は
、
よ
い
図
書
館
を
作
る
こ
と
は

不
可
欠
で
し
た
。

し
か
も
そ
の
図
書
館
を
学
生
だ
け
で
は
な
く

多
く
の
人
た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
サ

ー
ビ
ス
が
必
要
で
す
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
達
で
世

界
中
の
図
書
館
を
ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
の
は
、
全
世

界
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
役
割
で
す
。
ネ
ッ
ト
の
一

翼
を
担
う
聖
三
木
図
書
館
の
将
来
は
、
長
い
眼

で
見
れ
ば
明
る
い
で
す
よ
。
（
談
）

イ
エ
ズ
ス
会
聖
三
木
図
書
館
で
は
、
再
開
館

後
に
多
く
の
方
々
か
ら
本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寄
贈
本
と
し
て
受
け
入
れ
、
ま
た
複

本
（
紛
失
、
汚
損
時
の
差
し
替
え
用
）
と
し
て

も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

寄
贈
者
（
敬
称
略･

五
十
音
順
） 

○
小
田
原
克
行
（
三
木
清･

森
有
正
全
集
）

○
カ
ル
メ
ル
会
（
カ
ル
メ
ル
会
関
連
書
籍
）

○
川
中
な
ほ
子
（
社
会
学･

ユ
ン
グ
関
連
書
籍   

  

ほ
か
）

○
木
鎌
安
雄
（
ト
マ
ス･

マ
ー
ト
ン
関
連
書
籍
）

○
ク
ラ
ウ
ス･

リ
ー
ゼ
ン
フ
ー
バ
ー
（
哲
学･

  

キ
リ
ス
ト
教
関
連
書
籍
）

○
小
山
邦
夫
（
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
ほ
か
）

○
サ
ン
パ
ウ
ロ
（
新
刊
図
書
）

○
上
智
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所･

東
洋

  

宗
教
研
究
所

○
ド
ン･

ボ
ス
コ
社
（
新
刊
図
書
）

○
原
佳
子
（
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
関
連
書
籍
）

○
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
（
キ

  

リ
ス
ト
教
関
連
書
籍
）

○
増
田
洋
（
典
礼･

キ
リ
ス
ト
教
関
連
書
籍
及

  

び
雑
誌･

新
聞
）

以
上
の
方
々
に
は
特
に
多
数
の
本
を
ご
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
江
島
正
子
、
甲
斐
萬
里
江
、
木
崎
さ
と
子
、

  

河
野
雅
夫
、
久
野
和
洋
、
今
ま
ど
子
、
坂
本

  

道
子
、
澤
田
昭
夫
、
白
石
仁
美
、
高
橋
誠
、

  

武
貞
京
子
、
田
中
美
智
子
、
富
岡
未
峰
、
富

  

田
裕
、
中
村
友
太
郎
、
中
村
弓
子
、
林
幹

  

雄
、
フ
ィ
リ
ッ
プ･

グ
ロ
ー
ド
、
松
田
久

  

光
、
松
宮
克
昌
、
宮
本
久
雄
、
村
上
晶
子
、

  

村
上
光
雄
、
山
下
愛
子
、
山
田
廣
子
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
、
イ
エ

ズ
ス
会
会
員
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

      聖三木図書館の稀覯本『カルメル』
どの家にも“宝物”があるように、図書館は『稀覯本(きこ

うぼん)』を所蔵している。文字通りに『稀に目にする思いが
けない本』のことだ。当館にも「ラゲ訳聖書の明治初版本」
などキリスト教関係の貴重な本が何冊かある。
今回紹介するのは、ハードカバーの本ではなく、季刊雑誌

だ。跣足カルメル在世会（東京共同体会長・阿部昌子氏）が
発行している会誌『カルメル』で、1957年の創刊から最新の
345号まで、全号が揃った。すでに製本して書棚に並べた。
修道会はそれぞれの司牧の目的に沿って会報、季刊誌、書

籍を発行している。同在世会が「カルメル第三会」といって
いた1957年、世田谷区玉川上野毛の本部で、B5判大のガリ版
刷り二段組の会誌を創刊した。全8ページの会誌だが『カル
メルの美なる元后に捧げる』目的だった。

多くのご協力で全号揃う
当館では、この雑誌の55号以降は所蔵していた。霊的な内

容の重要性からも全号揃えるため、全国のカルメル会関係者
に問い合わせた結果、阿部会長が持っておられた。しかし多
くのページに貴重な個人的書き込みがあって、コピーを撮っ
た上で図書館の公開に供するのは難しかった。幸い石川県金
沢市在住の神本雍子さんが創刊号から保存しておられたので、
借用してコピーを撮り、全てが揃った。
阿部会長は「貴図書館において『カルメル』を全号保存し

ていただけましたことは、ほんとうに大きな喜び･･･」と館長
の宗正孝神父に便りを寄せてくださった。神本さんは『カル
メル』の返送を受け取った返事と共に「今度のことで貴館の
尊い働きを知ることができました。貴館の会報名『ゆるし』
は私の心に射し込んだ神の光でした。私に蘇る力を与えてく
れます」旨の言葉を添えてくださった。当館には身に余るお
二人の便りだった。

声
寄
贈
の
お
礼

ピタウ大司教の紋章。中央幡上部に日本を象徴す
る「３つのサクラの花」と下部には、生まれ故郷
のサルディーニア島の海を表す「波」が入っている。
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フ
ラ
ン
シ
ス
コ･

ザ
ビ
エ
ル
が
キ
リ
ス
ト
教

と
と
も
に
西
洋
音
楽
を
わ
が
国
に
伝
え
た
、
と

考
え
る
者
で
す
。
一
五
四
九
年
に
来
日
し
た
ザ

ビ
エ
ル
の
宣
教
は
、
数
年
足
ら
ず
で
大
き
な
実

を
結
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
折
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
望
ん
で
一
五
五
一
年
一
月
、
ザ
ビ
エ

ル
一
行
は
厳
寒
の
京
都
に
向
か
い
ま
す
。
将
軍

足
利
義
輝
と
後
奈
良
天
皇
に
拝
謁
を
願
い
ま
す

が
叶
わ
ず
、
失
意
の
中
、
三
月
に
平
戸
に
戻
り

ま
す
。
し
か
し
、
四
月
下
旬
に
は
山
口
の
大
内

義
隆
と
二
度
目
の
謁
見
を
果
た
し
、
さ
ら
に
九

月
、
大
分
（
豊
後
府
内
）
の
大
友
宗
麟
の
城
へ

向
か
い
ま
す
。

こ
の
時
、
歴
史
は
動
い
た
の
で
す
！
　
す
っ

か
り
日
本
の
作
法
を
習
得
し
た
ザ
ビ
エ
ル
は
、

こ
こ
で
バ
ッ
チ
リ
き
め
ま
す
。
ザ
ビ
エ
ル
一
行

は
美
服
で
装
い
、
珍
し
い
献
上
物
を
携
え
、
さ

ら
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
フ
ル
ー
ト
な
ど
で
楽
曲

を
演
奏
し
て
、
城
内
に
入
城
し
た
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
（
注
１
）
。
こ
れ
ぞ
わ
が
国

最
古
、
ザ
ビ
エ
ル
企
画
（
！
？
）
の
洋
楽
演
奏

記
録
で
し
た
。
そ
の
後
大
友
宗
麟
は
受
洗
し
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
な
り
ま
す
。
か
く
し
て
教

会
は
た
い
へ
ん
な
発
展
へ
と
向
か
い
、
信
徒
数

に
お
い
て
も
今
な
お
こ
の
記
録
を
越
せ
な
い
で

い
ま
す
。

さ
て
、
一
五
七
九
年
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
が
、
日
本
に
お
け
る
布
教
の

状
況
を
視
察
す
べ
く
来
日
し
ま
す
。
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
は
日
本
人
の
資
質
を
高
く
評
価
し
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
日
本
代
表
カ
ブ
ラ
ル
神
父
が
認
め

な
か
っ
た
日
本
人
司
祭
の
育
成
こ
そ
日
本
布
教

の
成
功
の
鍵
を
握
る
と
考
え
、
数
多
く
の
英
断

を
下
し
ま
し
た
。
先
ず
カ
ブ
ラ
ル
を
日
本
か
ら

去
ら
せ
、
司
祭
育
成
の
教
育
機
関
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

（
注
２
）
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
そ
の
頃
、
天
下

統
一
に
向
け
て
い
た
織
田
信
長
は
、
安
土
に
城

下
町
を
建
設
し
ま
す
。
信
長
は
キ
リ
ス
ト
教
に

理
解
を
示
し
、
一
五
八
〇
年
に
は
オ
ル
ガ
ン
テ

ィ
ー
ノ
神
父
に
安
土
城
跡
南
西
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

の
土
地
を
与
え
ま
し
た
。
信
長
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

に
た
び
た
び
訪
れ
、
神
学
生
が
演
奏
す
る
西
洋

音
楽
を
楽
し
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ミ

ナ
リ
ヨ
で
は
一
般
教
育
の
み
な
ら
ず
ラ
テ
ン
語

や
体
育
が
重
要
視
さ
れ
、
夏
に
は
水
泳
も
行
わ

れ
た
と
か
。
特
筆
す
べ
き
は
音
楽
で
、
日
本
最

初
の
洋
楽
教
育
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
は
じ
め
オ
ル
ガ
ン
や

ヴ
ァ
ー
ジ
ナ
ル
（
注
３
）
、
ヴ
ィ
オ
ー
ル
や
ガ

ン
バ
の
弦
楽
器
な
ど
の
時
間
割
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
度
重
な
る
禁
教
令
や
過
酷
な
キ
リ

シ
タ
ン
迫
害
に
よ
っ
て
、
洋
楽
の
火
は
消
え
て

い
き
ま
す
。
さ
て
、
時
は
流
れ
て
明
治
維
新
（
一

八
六
八
年
）
、
学
制
公
布
（
一
八
七
二
年
）
に

よ
り
日
本
で
の
正
式
な
西
洋
音
楽
導
入
・
復
興

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一
八
七
三
年
に
キ
リ

ス
ト
教
禁
止
令
が
や
っ
と
正
式
に
解
か
れ
ま
し

た
！
　
こ
の
頃
よ
り
音
楽
と
い
う
語
が
一
般
化

し
て
い
き
ま
す
が
、
舞
踊
と
音
楽
を
意
味
す
る

歌
舞
音
曲
と
い
う
語
も
あ
り
ま
し
た
。
二
十
世

紀
後
半
過
ぎ
ま
で
東
大
の
三
四
郎
池
に
「
歌
舞

音
曲
を
禁
ず
る
」
の
立
て
札
が
あ
っ
た
の
を
筆

者
は
目
撃
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
音
楽
へ
の

偏
見
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
筆
者
の
子
ど
も
の
頃

は
わ
が
国
で
は
ま
だ
男
子
の
音
楽
地
位
は
低
か

っ
た
で
す
ね
。
は
い
！
（
笑
）
。
今
で
こ
そ
踊

っ
て
歌
え
る
男
子
は
優
遇
さ
れ
ま
す
が
。
光
源

氏
で
ご
存
じ
の
通
り
平
安
の
昔
は
男
子
の
教
養

で
し
た
の
に
、
鎌
倉
時
代
前
後
か
ら
昭
和
後
半

過
ぎ
ま
で
、
世
は
理
解
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

話
は
唐
突
で
す
が
、
日
本
は
東
西
の
文
化
の

接
点
、
全
く
新
し
い
文
化
を
生
み
出
し
得
る
可

能
性
を
秘
め
た
強
力
な
土
壌
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

日
本
は
地
球
文
化
の
底
力
と
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
か
っ
て
打
た
れ
た
杭
で

あ
る
日
本
の
教
会
が
、
そ
の
一
役
を
担
う
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
教
会
の
重
要
な
使
命
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
、
は
い
。

（
注
１
）
「
イ
エ
ズ
ス
会
宗
教
史
」B

ibl.
N

acional de Lisboa, cod.B
-17-34.

（
注
２
）
神
学
校
の
こ
と
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
発
音
表
記
で
、

ラ
テ
ン
語
で
は
セ
ミ
ナ
リ
オ
。

（
注
３
）
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
鍵
盤
楽
器
の
一
種

で
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
前
身
と
な
る
も
の
。

【
お
知
ら
せ
】

◎
夏
休
み
の
長
期
貸
出
に
つ
い
て

八
月
二
十
日
（
月
）
～
八
月
三
十
一
日
（
金
）

ま
で
の
夏
期
休
館
に
伴
い
、
七
月
三
十
日
（
月
）

か
ら
長
期
貸
出
を
始
め
ま
す
。
休
館
中
の
返

却
は
ポ
ス
ト
へ
。

◎
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
図
書
室
利
用
に
つ
い
て

八
月
一
日
よ
り
聖
三
木
図
書
館
友
の
会
の
利

用
者
カ
ー
ド
で
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
図
書

室
で
も
本
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

場
所
＝
信
徒
会
館
二
階

開
館
時
間
＝
日
曜
日
午
前
十
時
～
十
二
時

【
友
の
会
か
ら
の
お
願
い
】

聖
三
木
図
書
館
友
の
会
の
新
入
会
お
よ
び

会
員
継
続
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ま

か
ら
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
ま
す
。

◎
年
会
費
＝
一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
〇

〇
〇
円
、
賛
助
会
員
一
〇
〇
〇
〇
円

◎
入
会
手
続
き
＝
氏
名･

年
齢･

住
所･

学
生
証

明
書
な
ど
の
確
認
書
類
を
図
書
館
受
付
に

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

◎
更
新
手
続
き
＝
年
会
費
の
納
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
年
会
費
は
、
銀
行
口
座･

ゆ
う
ち
ょ
口
座
か

ら
の
自
動
払
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ザ
ビ
エ
ル

   

洋
楽
を
伝
え
る

京
都
教
区
司
祭
・
音
楽
学

      

国
本 

静
三

【
お
詫
び
と
訂
正
】

『
ゆ
る
し
』
第
三
号
三
ペ
ー
ジ
三
段
目
十
三
行
目

に
「
阿
部
郁
二
氏
の
共
訳
」
と
あ
る
の
は
「
井
上

郁
二
氏
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正

い
た
し
ま
す
。

困ってるひと　　　　　　　　  大野更紗著　　　　　     ポプラ社
なぜ聖書は奇跡物語を語るのか　雨宮慧著　　　　　　     教友社
イエスの言葉　　　　　　　　  山浦玄嗣著　　　　　     文藝春秋
神に異をとなえる者　　　　　  アベ・ピエール著　　     新教出版社
はじめてのアウグスティヌス　  S.A.クーパー著　         教文館
石が叫ぶ福音　　　　　　　　  林尚志著　　　　　　     岩波書店
ヨーロッパ聖地巡礼　　　　　  ブラッドリー著　　　     創元社
科学と宗教と死　　　　　　　  加賀乙彦著　　　　　     集英社
人間の基本　　　　　　　　　  曽野綾子著　　　　　     新潮社
時間について100の言葉　　　  リーゼンフェルト著　     女子パウロ会
キリスト教の真実　　　　　　  竹下節子著　　　　　     筑摩書房
旅のパウロ　　　　　　　　　  佐藤研著　　　　　　     岩波書店
新約聖書　　　                フランシスコ会　         サンパウロ
                                    聖書研究所編
置かれた場所で咲きなさい　    渡辺和子著　             幻冬舎
イエス・キリストの神　        教皇ベネディクト16世著   春秋社

近頃、聖三木図書館でよく読まれている本 2012年6月

？！



聖三木図書館友の会会報 『ゆるし』    第4号    2012年7月31日発行

4

最
近
は
、
日
本
史
が
お
も
し
ろ
い
時
代
に
な

り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
教
育
で
「
オ
カ
シ
イ
」

と
思
っ
た
疑
問
が
、
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
す
。

例
え
ば
『
日
本
書
紀
』
は
、
編
纂
を
命
じ
た

天
武
天
皇
亡
き
後
、
藤
原
不
比
等
が
創
っ
た
嘘

八
百
の
虚
構
だ
と
は
、
い
ま
は
常
識
と
な
り
ま

し
た
。
昔
の
教
育
で
は
、
蘇
我
氏
は
天
皇
の
家

臣
の
身
で
横
暴
だ
っ
た
の
で
、
中
大
兄
皇
子(
後

の
天
智)

と
中
臣
鎌
足(

後
の
藤
原
。
不
比
等
の

父)

が
組
ん
で
、
蘇
我
入
鹿(

い
る
か)(

名
高
い

故
馬
子
〈
う
ま
こ
〉
の
孫)

を
殺
し
た
、
と
教

わ
っ
た
。
同
時
に
そ
の
父
蝦
夷(

え
み
し)

を
滅

ぼ
し
、
蘇
我
氏
を
滅
亡
に
追
い
込
ん
だ
、
と
。

私
の
娘
た
ち
が
教
わ
っ
た
二
十
年
前
に
は
既

に
、
蘇
我
氏
こ
そ
が
大
公(

お
お
き
み)

と
呼
ば

れ
る
天
皇
の
地
位
に
あ
り
、
善
政
を
敷
い
て
い

た
と
判
明
。
―
天
皇
の
名
称
は
、
評
判
の
悪
い

天
智
体
制
を
倒
し
た
、
天
武(

母
方
が
蘇
我
氏)

か
ら
始
ま
っ
た
。
―
天
武
天
皇
は
藤
原
氏
を
遠

ざ
け
た
。
が
、
亡
き
後
、
后
の
持
統
天
皇(

天

智
の
娘)

が
、
藤
原
不
比
等
に
実
権
を
握
ら
せ

た
。
そ
の
結
果
が
権
謀
術
数
と
怨
霊
恐
怖
と
、

虚
構
の
『
日
本
書
紀
』
創
作
に
な
っ
た
の
で
す
。

権
謀
術
数
が
お
家
芸
の
藤
原
氏
は
、
怨
霊
を

恐
が
っ
た
。
評
判
の
良
い
蘇
我
氏
を
倒
し
、
政

治
体
制
を
盗
ん
だ
代
わ
り
に
、
聖
徳
太
子
と
い

う
架
空
の
人
物
を
創
っ
た
。
名
君
、
蘇
我
馬
子

を
モ
デ
ル
に
蝦
夷
、
入
鹿
の
功
績
を
加
え
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
霊
鎮
め
の
寺
、
法
隆
寺

に
、
聖
徳
太
子
の
名
で
蘇
我
一
族
を
封
じ
こ
め

た
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

聖
徳
太
子(

つ
ま
り
馬
子)

と
言
え
ば
、
太
子

が
信
頼
し
、
影
響
を
受
け
た
人
と
し
て
秦
河
勝

(

は
た
の･

か
わ
か
つ)

が
有
名
で
す
。
恐
ら
く

昔
の
ア
ッ
シ
リ
ア
か
ら
来
た
外
来
人
で
、
原
始

キ
リ
ス
ト
教
徒
。
養
蚕
と
機
織
り
を
伝
え
た
の

で
、
秦
氏
の
名
を
貰
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

秦
氏
の
領
地
の
一
つ
、
京
都
の
太
秦
に
あ
る

廣
隆
寺
は
、
秦
氏
が
聖
徳
太
子
か
ら
贈
ら
れ
た

仏
像
を
安
置
し
て
建
て
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の

弥
勒
菩
薩
の
半
跏
思
惟
像
は
、
美
し
さ
と
共
に
、

頬
杖
の
よ
う
に
顔
の
そ
ば
に
あ
る
手
の
形
が
有

名
で
す
。
立
て
ら
れ
た
三
本
の
指
は
キ
リ
ス
ト

教
の
教
義
、
三
位
一
体
を
表
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
同
様
の
像
が
、
奈
良
の
法
隆
寺
内
の
中
宮

寺(

聖
徳
太
子
の
母
君
の
居
室
だ
っ
た
建
物)

に

あ
る
。
髪
型
の
上
の
部
分
が
違
う
だ
け
で
、
双

子
の
よ
う
に
似
て
い
る
点
で
も
有
名
な
二
像
。

廣
隆
寺
に
は
い
ま
は
堂
々
と
「
十
戒
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
聖
堂
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
思
わ
せ
る
に
充
分
で
す
。
か
つ
て
は

同
寺
と
対
（
つ
い
）
だ
っ
た
蚕
の
社
（
か
い
こ

の
や
し
ろ
）
、
別
名
木
嶋
（
こ
の
し
ま
）
神
社

に
も
、
三
位
一
体
を
表
す
三
本
足
の
鳥
居
が
あ

り
、
そ
ば
に
「
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
な
ぞ
ら
え
た
」

と
説
明
さ
れ
る
流
れ
ま
で
あ
る
。
秦
氏
の
三
本

足
の
鳥
居
を
原
型
と
し
た
鳥
居
は
、
江
戸
に
も

隅
田
川
添
い
の
言
問
橋
近
く
、
三
囲(

み
め
ぐ

り)

神
社
に
あ
り
ま
す
。

原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
で
名
高
い
の
は
、

弘
法
大
師
・
空
海
で
す
。
唐
に
留
学
前
か
ら
影

響
を
受
け
、
漢
語
訳
の
新
約
聖
書
を
持
ち
帰
っ

た
。
唐
で
真
言
密
教
最
高
位
七
代
目
の
僧
、
恵

果(

け
い
か)

か
ら
八
代
目
を
受
け
継
ぎ
、
師
と

共
に
真
言
密
教
を
大
成
さ
せ
て
帰
国
。
キ
リ
ス

ト
教
の
影
響
は
高
野
山
や
東
寺
の
和
尚
さ
ん
た

ち
も
認
め
る
所
で
、
真
言
密
教
の
「
印
を
結
ぶ
」

型
の
中
に
十
字
を
切
る
型
が
あ
る
く
ら
い
。
弘

法
大
師
は
、
日
本
の
仏
教
を
変
革
し
、
身
近
に

し
た
人
で
す
。

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ･

ザ
ビ
エ
ル
は
、
来
日
前

の
リ
サ
ー
チ
で
日
本
で
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の

影
響
を
知
り
「
再
び
、
そ
こ
に
光
を
当
て
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
喜
ん
だ
手
紙

を
書
い
て
い
ま
す
。

日
本
は
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
と
続
く
古
代
か

ら
の
時
代
、
お
お
ら
か
な
国
際
都
市
だ
っ
た
。

明
治
以
降
の
意
図
的
な
日
本
史
が
正
さ
れ
て
、

日
本
の
歴
史
、
文
化
の
奥
深
さ
が
わ
か
り
、
興

味
深
い
の
で
す
。

【
村
松 
英
子
氏
】
一
九
三
八
年
東
京
生
ま
れ
。

慶
大
大
学
院
英
文
学
科
修
了
。
文
学
座
を
経
て

三
島
由
紀
夫
氏
に
育
て
ら
れ
、
氏
の
全
代
表
作

を
主
演
。
氏
の
没
後
サ
ロ
ン
劇
場
を
主
宰
。
メ

デ
ィ
ア
や
商
業
演
劇
に
も
多
数
出
演
。
倉
敷
市

劇
場
芸
文
館
初
代
館
長
。
鳥
取
女
子
短
大
教
授
、

慶
大
特
別
講
師
他
歴
任
。
詩
、
随
筆
、
翻
訳
の

著
書
多
数
。

【
当
友
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
満
開
に
】

花
言
葉
を
『
ゆ
る
し
』
と
云
う
ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
、
東
日

本
大
震
災
に
も
負
け
ず
に
今
年
も
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

の
「
み
は
ら
し
の
丘
」
に
見
事
に
咲
い
た
。
し
か
し
、
茨

城
県
一
帯
を
襲
っ
た
突
風
や
ヒ
ョ
ウ
の
被
害
を
受
け
、
開

花
時
期
が
少
し
短
か
っ
た
。
「
来
春
は
海
を
見
下
ろ
す
丘

に
四
五
〇
万
本
以
上
咲
く
で
し
ょ
う
」
と
青
木
泉･

同
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー
係
長
は
、
期
待
す
る
。

【
特
別
寄
稿
】

  

歴
史
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
た

 

村
松 

英
子


